
伊佐農林高校いじめ防止基本方針 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年間計画】 

月 生徒関係 職員関係 検証関係 

４月 

いじめ問題を考える週間 

家庭訪問，三者面談 

１年特設ＬＨＲ（ﾛｰﾙﾚﾀﾘﾝｸﾞ） 

ＱＵテスト（２・３年） 

職員研修（生徒理解） 

 
年間の活動計画の検討 

５月 

ＱＵテスト（１年） 

自励会総会（生徒総会） 

ＰＴＡ総会 

職員研修（人権同和教育） 
 

 

６月 
統一ＬＨＲ（人権同和教育） 

中高連絡会 
  

７月 

アンケート（いじめ実態調査） 

性教育講座 

保健・衛生委員会 

交通安全教室（１年） 

原付講習・車体検査（２・３年） 

 
学期の取組の総括及び次学期に向け

ての取組確認 

８月  

職員研修（教育相談） 

職員研修（アンケート） 

職員研修（人権同和教育） 

 

９月 

いじめ問題を考える週間 

教育相談 

交通講話 

 

 
 

10月 統一ＬＨＲ（人権同和教育） 職員研修（人権同和教育）  

11月 

薬物乱用防止教室 

中高連絡会・公開授業 

衛生員会 

 

 
 

12月 アンケート（いじめ実態調査） 職員研修（人権同和教育） 学期の取組の総括及び次学期に向け

○ いじめ問題への学校の目標 

全ての生徒が安心して学校生活を送り，有意義で充実した諸活動に取り組むことができるよう，

日常の指導体制を整備し，学校を挙げていじめの未然防止の早期発見に取り組むとともに，いじめ

を認知した場合は適切かつ速やかに対応する。 

教職員は，「いじめは，どこの学校にも学級にも起こり得る。」という認識に立ち，生徒と好ま

しい人間関係を築き，人権を守る土壌を育むとともに，いじめを許さない学校づくりを推進する。 

○ 学校適応推進委員会（いじめ問題対策・特別支援教育） 

構成員：校長，教頭，生徒指導主任，生活指導係，人権同和教育係，養護教諭，教育相談係 

担当担任，特別教育支援コーディネーター，ＰＴＡ，外部専門家 

内 容：１ 年間を通した取り組みについての検討 

２ 年間の活動を検証し，次年度への計画の作成 

ＰＴＡとの連携

学級ＰＴＡ，学 

年ＰＴＡ，ＰＴＡ

総会の活用 

学校の取組 

○未然防止 

・自励会によるいじめ防止活動 

 ・体験活動を活用した人間関係づくり 

○早期発見 

 ・無記名アンケートの実施 

 ・個別面談等 

○対応 

 ・加害者，被害者への適切なケア及び指導 

 ・スクールカウンセラーとの連携 

県教委との連携 

○指導主事の派遣及び助言 

○いじめ問題解決チームの

派遣及び助言 

○研修等への講師派遣 

○ネットパトロール事業 

関係機関との連携 

○警察 

○児童相談所 

○伊佐市福祉事務所 等 



ての取組確認 

１月 

いじめ問題を考える週間 

教育相談 

取組評価アンケート 

原付講習・車体検査（１年） 

職員研修（アンケート） 
 

 

２月 
統一ＬＨＲ（人権同和教育） 

保健・衛生委員会 
 

年間の取組の総括及び次年度に向け

ての取組確認 

３月  
 

 
次年度への引き継ぎ 

 


